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Ϩ．࡟ࡵࡌࡣ 

ᶞ木の㤶りには人㛫にᑐするリࣛࢮࢡーシࣙ

スࢨンシࣙ࢘に注目した。

カࣛスࢨンシࣙ࢘は、ࢧンシࣙ࢘と同ࡌミカン

ン効果の他、ᢠ⳦、ᢠダニ➼の効果があることが

▱られており、様ࠎな分㔝での利用について㧗い

関ᚰが集まっている。ᶞ木の㤶りをᵓ成する㤶Ẽ

成分は、ᶞ木を水⵨Ẽで⵨␃することで⢭Ἔ（エ

イル）や芳㤶⵨␃水として᥇ྲྀで࢜ンシࣕルࢭࢵ

き、㤶ᩱをはࡌめ芳㤶๣、ᾘ⮯๣、化⢝水➼とし

て利用できる。 

 ㏆年、森林ࢧーࣅス産業࡬のᮇᚅが㧗まってお

り（森林・林業ⓑ᭩ 2022）、ኳ↛㈨※の有効利用

や林業・特用林産業の活性化をᅗるため、多様な

用㏵で森林㈨※を活用していく必要があり、㤶Ẽ

成分を多くྵむᶞ木について᳨ウする中で、カࣛ

カࣛࢨࢫンࡽ࠿࢘ࣙࢩᢳฟࡿࢀࡉ㤶Ẽᡂศの฼用ྍ⬟ᛶの᳨ウ㸦ϩ㸧 

̿ᙜᖺࡘ࡟ࢺ࣮ࣗࢩい࡚̿

ᐩἑ⿱子・➲木ဴஓ*・῿⨾ᖾ大・大本೺ኴ㑻**・向㔝ᓧ平・▮⏣ ㇏ 

本研究では、カࣛスࢨンシࣙ࢘（Zanthoxylum ailanthoides）の利用可能性を᳨ウすることを目的に、ᙜ年シュートからᢳฟ

される⢭Ἔおよび芳㤶⵨␃水の㤶Ẽ成分を分ᯒし、成分の同定と᥇ྲྀ方法や成㛗㔞を調査した。その結果、ɔ 成される㤶Ẽ成分

はࢧンシࣙ࢘（Z. piperitum）と類ఝしているものがあり、また、ᢠ⳦活性を有する成分のྵ有が確ㄆされた。他にも有用とさ

れる成分がㄆめられ、特に芳㤶⵨␃水において、カࣛスࢨンシࣙ࢘の㤶Ẽ成分としての利用可能性がᮇᚅできる。 

キ࣮࣮࣡ࢻ㸸カࣛスࢨンシࣙ࢘、ᙜ年シュート、㤶Ẽ成分、芳㤶⵨␃水、⇕水⵨␃法 

1. ㄪᰝᆅのᴫせ

ϩ．ㄪᰝᆅのᴫせࡧࡼ࠾ㄪᰝ᪉ἲ 

2. ᥇ྲྀ᪉ἲㄪᰝཬࡧ⵨␃ࡘ࡟い࡚

図-1. ㄪᰝᆅ図 

石川県内の 2 地Ⅼを調査地とした。（ᅗ㸫1）。調

査ᑐ㇟であるカࣛスࢨンシࣙ࢘のᙜ年シュートは、

㔠ἑ市の上ᾛἼ⚾有林（以ୗ、上ᾛἼ）では、2016

年᭦᪂ఆ᪋業᫬にస成されたస業㐨ἢいに⮬生し

ていたⱝ㱋木から᥇ྲྀした。ᑠᯇ市すಛのすಛ県

有林（以ୗ、すಛ）では、林㐨の⬥に⮬生してい

るᗂ㱋木から᥇ྲྀした。 

科ࢧンシࣙ࢘ᒓのⴠ葉㧗木で、日本ᅜ内では、本

州、ᅄᅜ、九州に分布し、石川県内ではᶆ㧗 400m

以ୗのప山に広く分布しており（石川県林業試験

場 1994）、ඛ駆ᶞ種として県内において୺に୺ఆ

㊧地に⮬生している。カࣛスࢨンシࣙ࢘の果実の

ྵ有芳㤶成分は、ࢧンシࣙ࢘と類ఝしている成分

が多く、᪤Ꮡの利用されているࢧンシࣙ࢘にᑐし

てカࣛスࢨンシࣙ࢘がその௦᭰ရ、もしくは᪂た

な和⢭Ἔとしての利用可能性があることが示၀さ

れた（向㔝ら 2022）。他のいくつかのᶞ種と同様

に、カࣛスࢨンシࣙ࢘のᯞ➼（シュート）が利用

可能な場ྜ、୺ఆ෌㐀林の๪次的な෌㐀林ᶞ種の

一つとして、または、୺ఆ㊧地のኳ↛᭦᪂ಶ体を

活かした、๪཰ධ※としてᢅ࠼る可能性もあると

 。られる࠼⪄

本研究では、カࣛスࢨンシࣙ࢘のᙜ年シュート

の㤶Ẽ成分の利用可能性を᳨ウすることを目的に、

᥇ྲྀ方法や成㛗㔞の調査、及び成分分ᯒを⾜った。 

上ᾛἼで、2022 年 6 ᭶から 10 ᭶にかけて᥇ྲྀ

᫬ᮇを 4 回に分けてࢧンࣉルとなるカࣛスࢨンシ

ミࢧのᙜ年シュートを᥇ྲྀした。㧗ᯞษりバ࢘ࣙ

や๧定バࢧミを用いて᥇ྲྀし、ᙜ年シュート᥇ྲྀ

木（以ୗ、᥇ྲྀ木）とᙜ年シュートのྛ本数、᥇

ྲྀ㔞を記録した。また、᥇ྲྀに要する᫬㛫をィ 

した。 

᥇ྲྀしたࢧンࣉルから⇕水⵨␃法を用いて⢭Ἔ

及び芳㤶⵨␃水をᢳฟした。⵨␃は、ྛ᥇ྲྀ日に

᥇ྲྀできた඲㔞を、3�㹊のᐜ器で、㹇㹆加⇕⿦置
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3. ᡂศศᯒ

で 3 ᫬㛫かけて⾜った。᥇ྲྀ᫬ᮇごとの⢭Ἔのᢳ

ฟ㔞及びᢳฟ⋡を記録し、㐺ษな᥇ྲྀ᫬ᮇの᳨ウ

を⾜った。

4. ᡂ㛗㔞ㄪᰝ

1. ᥇ྲྀ᪉ἲㄪᰝ

2022年 9᭶上᪪にᙜ年シュートのᇶ部┤ᚄとఙ㛗

㔞をィ した。 

Ϫ．⤖ᯝ 

同一ಶ体からᣢ⥆的᥇ྲྀが可能であるか᳨ウす

る目的で、᥇ྲྀ木のそのᚋの成㛗を調査した。上

ᾛἼでは、2．᥇ྲྀ方法調査の᥇ྲྀ木をᑐ㇟に、2022

年 11 ᭶ୗ᪪に᥇ྲྀ部఩┤ୗのഃⱆのシュートᇶ

部┤ᚄとఙ㛗㔞をィ した。すಛでは、2021 年 9

᭶上᪪にᙜ年シュートを᥇ྲྀした᥇ྲྀ木をᑐ㇟に、

2. ᡂศศᯒ

ー㉁㔞分ᯒ法（以ୗ࢕フࣛࢢマトࣟࢡス࢞ GC-

MS）で成分分ᯒを⾜った。分ᯒ⿦置は 7890A/5375C

（Agilent 〇）を、࢜ートࢧンࣛࣉーは MPS2

（*HVWHl 〇）を౑用した。 

⢭Ἔ試ᩱは㓑㓟エࢳルで 200 ಸにᕼ㔘し、マイ

で試ᩱࢪシリンࣟࢡ 1ȣL を注ධ口にᑟධした。芳

㤶⵨␃水は、試ᩱ �ȣL を 20mL バイアルにධれ、

SPME 法（ᅛ┦マイࣟࢡᢳฟ法）でフ࢓イバー

（DivinylbeQ]HQH�&DUER[HQ�3RO\GLPHWK\OVLOR[a

ne、⭷厚 30ȣm、㛗さ 1cm、Supelco 〇）に㤶Ẽ成

分をᢳฟし、注ධ口にᑟධした。ᢳฟ ᗘは 60ǀ

C、ᢳฟ᫬㛫は 30 分とした。 

GC の分ᯒ᮲௳については、注ධ口 ᗘは 2��ǀ&、

スࣉリࢵトẚは⢭Ἔで 1:2�、芳㤶⵨␃水で 1:10

とした。カ࣒ࣛは DB-Wax（60m×0.25mm、⭷厚

��2�ȣP、$JLOHQt 〇)を用い、࢜ーࣈンの ᗘ᮲

௳は、��ǀC で 10 分㛫ಖᣢしたᚋ、ẖ分 �ǀC つࡎ

᪼ し、230 Υで 12 分㛫ಖᣢした。MS の分ᯒ᮲

௳については、イ࢜ン化㟁ᅽ 70eV（(,）、イ࢜ン※

 ᗘ 1��ǀC で、m/z 33-300 の範囲で分ᯒした。成

分同定には、:LOH\�1,67 マススࢡ࣌トルࣛイࣛࣈ

リとಖᣢᣦᶆ（5,）ࢹータ࣋ース（$URmaOffice、

す川ィ ओ〇）を౑用した。 

また、⢭Ἔ中では 2-undecanone が⣙ �8～���Ꮡ 

⾲-1. ᥇ྲྀ᪉ἲㄪᰝの⤖ᯝ 

成分分ᯒ結果を表-2 に示す。⢭Ἔにおいては、

モノࢸル࣌ン類であるȘおよびș-phellandrene

が⣙ 6～13�Ꮡᅾしていた。᪤報の果実⢭Ἔで

phellandrene が୺要な成分であることがุ明し

ており（向㔝ら 2022）、カࣛスࢨンシࣙ࢘の㤶り

を特ᚩ࡙ける成分は phellandrene であることが

ุ明した。ࢧンシࣙ࢘⢭Ἔの㤶Ẽ成分とẚ㍑する

とࢧンシࣙ࢘も同様に phellandrene が୺要な成

な成分であることが⪃࠼られる（Kim 2012）。 

᥇ྲྀ方法調査の結果は表-1 の㏻りとなった。᥇

ྲྀ木ᙜたりのᙜ年シュートの本数は、平ᆒ 3 本で

あったが、᥇ྲྀできる本数が 1～10 本と᥇ྲྀ木に

よってಶ体ᕪがあった。᥇ྲྀ木の大きさによるも

のもあるが、஧ཪ、୕ཪとなっている᥇ྲྀ木から

ᙜ年シュートをより多く᥇ྲྀすることができた。

ᙜ年シュート 1 本ᙜたりの重さは、6 ᭶ ����NJ、

7 ᭶ ����NJ、8 ᭶ ��11NJ、10 ᭶ 0.32Ng と、ᙜ年

シュートの成㛗にక࠺ቑ加が確ㄆできた。なお、

᥇ྲྀ木の平ᆒᶞ㧗は 239cm であった。 

᥇ྲྀ᫬ᮇによってᢳฟできる⢭Ἔの㔞が␗なり、

7 ᭶᥇ྲྀ分が᭱もᢳฟ⋡が㧗く、6 ᭶と 10 ᭶᥇ྲྀ

分は࡯とࢇどㄆめられなかった。また、芳㤶⵨␃

水は඲て⵨␃స業において、成分分ᯒのࢧンࣉル

として 1L ⛬ᗘ᥇ྲྀした。 

 ᥇ྲྀに要した᫬㛫をィ したとこࢁ、స業員 2

人（⏨ዪྛ 1 人）でస業した場ྜ、⣙ 32 分でᙜ年

シュートを 2���Ng ᥇ྲྀすることができた。

採取木

本数 本数
(A)

採取木

(B)
当たり本数

採取量

(B/A)
(C)

1本当たり
͹॑͠

੠་

(C/B)
பड़量

Ⴋఈ
பड़ི

ཁ切り
Ңಊ(A) (B)

(本) (本) (本)

(A+B) ҽۂࡠ

(kg) (kg) (෾)(ˍ)(mL) (෾)(෾) (ਕ)
�月27日 20 248 2.15 0.04 -<0.1 28 20 48 ஋̏ঃ̏
�月21日 15 343 3.05 0.07 1.03 0.03 40 37 77 ঃ̏
8月30日 16 33 2 3.62 0.11 0.48 0.01 23 21 44 ஋̏ঃ̏

510月5日 19 4 6.01 0.32 -<0.1 22 15
સର平均

37 ஋̏ঃ̏
14 36 3 3.71 0.10 28 23 52
10平均(�月2�日ൊ͘) 225 2.95 0.12 18 14 32 ஋̏ঃ̏

ܯ߻ 56 3143 14.83 0.10 113 93

採取日

206

当年シュート 採取࣎間
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ᅾしており、㧗い๭ྜをᵓ成している。2-undecanone

は他のࢧンシࣙ࢘ᒓのᶞ木でᏑᅾが確ㄆされる成

分であり、SKHOODQGUHQHと同様に特ᚩ࡙ける成分で

あることが⪃࠼られる（6WULZLFKDL HW DO� 2�21）。

6/27 7/21 8/30

⾲-2. ⢭Ἔとⰾ㤶⵨␃Ỉྵ࡟᭷ࡿࢀࡉ㤶Ẽᡂศの๭ྜ 

⢭Ἔ

10/5

C6H12O2 2.4314.6 apple 0.03 0.04 23.27
C10H16 14.9 citrus 1.63 2.70 1.56 < 0.01
C10H16 0.0515.1 green < 0.01 0.04 < 0.01
C4H10O 2.8015.5 fruity 0.05 0.05 22.30
C10H16 < 0.01 0.0316.8 aromatic 0.04 < 0.01
C10H16 18.7 citrus 0.06< 0.01 0.04 < 0.01
C10H16 < 0.01 0.0920.4 citrus fruit 0.07 < 0.01
C10H16 6.68 < 0.0121.1 citrus-like < 0.01 8.12
C10H16 2.6222.4 lemon 4.33 3.55 3.83
C10H16 2.6222.4 citrus 4.32 3.55 3.83
C10H16 6.46 13.2422.7 citrus-minty 10.73 < 0.01
C10H16 < 0.01 0.03 0.02 < 0.01
C10H16 < 0.01 0.08 0.08 < 0.01
C10H14 < 0.01 0.49 0.24 < 0.01
C10H16 < 0.01 0.13 0.10 < 0.01
C8H16O < 0.01 0.02 0.03 < 0.01
C9H18O < 0.01 0.68 0.58 < 0.01
C9H18O < 0.01 0.07 0.08 < 0.01
C10H20O2 < 0.01 0.12 0.16 < 0.01
C10H20O 0.29< 0.01 0.42 < 0.01
C10H18O < 0.01 0.48 0.75 < 0.01

22. (E )-p -2-menthen-1-ol C10H18O < 0.01 0.0433.5 minty odour 0.04 < 0.01
C11H22O

24.1 camphor-like
24.3 floral
24.9 carrot top
25.4 citrus
25.6 almond
28.7 baked
28.8 aldehyde
31.0 daidai-like
31.7 baked
32.9 althea

73.48 70.69 76.08 38.65
C10H18O 0.03< 0.01 0.07 < 0.01
C10H18O < 0.01 0.01 0.02 < 0.01

1. isobutyl acetate
2. α-pinene
3. α -thujene
4. 2-butanol
5. camphene
6. β -pinene
7. 3-carene
8. α -phellandrene
9. limonene
10. d-limonene
11. β -phellandrene
12. γ -terpinene
13. β -ocimene
14. p -cymene
15. terpinolene
16. octanal
17. 2-nonanone
18. nonanal
19. octyl acetate
20. decanal
21. linalool

34.3 citrus
34.5 apple
36.7 anise

C12H20O2 < 0.01 0.06 0.08 < 0.01
C10H18O < 0.01 0.02 0.05 < 0.01
C13H26O 1.28 0.88 1.13 < 0.01
C15H26O < 0.01 0.48 0.20 < 0.01
C15H26O 0.47< 0.01 0.20 < 0.01

ⰾ㤶⵨␃Ỉ

C6H12O 3.80 1.4217.6 apple

37.9 citrus-like
39.0 citrus
39.2 fatty
43.8 apple
43.8 dill

0.56 0.56

23. 2-undecanone
24. 4-terpineol
25. α -terpineol
26. geranyl acetate
27. nerol
28. 2-tridecanone
29. E -nerolidol
30. nerolidol

C10H16 3.20 3.43 2.1721.0 citrus-like < 0.01
C10H16 1.2621.6 berry 1.10 0.67 0.28
C10H16 5.27 4.3222.7 citrus-minty 2.55 1.12
C10H18O 0.07 < 0.0122.9 balsamic 0.09 < 0.01
C8H16O 0.92 0.3725.6 almond 0.39 2.51
C9H18O 5.78 7.0028.7 baked 5.09 0.89
C7H6O 0.81 1.1032.6 almoud 0.38 3.35
C10H18O 51.97 63.1232.9 althea 64.48 4.12
C8H18O 2.2733.2 aldehydic 1.14 0.63 0.88
C11H22O 10.35 5.2734.3 citrus 8.52 5.39
C10H18O 7.78 6.3234.5 apple 4.70 1.41
C10H18O 4.62 3.3536.8 anise 2.68 2.19
C10H18O < 0.01 0.74 3.32 < 0.01
C10H18O < 0.01 0.74 3.32 < 0.01
C7H8O 0.47 0.35 0.16 71.11
C15H26O 0.70 0.11 0.10 2.95
C15H26O

39.9 bay-leaf-like
39.9 citrus
40.7 aromatic
44.9 fruity

0.19 < 0.01 0.04 1.34
C15H26O 0.18 0.05 0.05 1.02
C15H26O 0.07 0.03 0.02 <0.01
C15H26O 0.29 0.05 0.07 0.89

(%) ࢔エࣜࢡ࣮ࣆ
RTͤ

ͤ57（ಖᣢ᫬㛫）㸸試ᩱを注ධしてからྛ物㉁が᳨ฟされるまでの᫬㛫。

㤶ࡾの≉ᚩ໬ᏛᘧNo. ᡂศྡ⛠

46.7 green
47.7 sweet-woody
47.8 floral
47.9 green

1. hexanal
2. α -phellandrene
3. α -Terpinene
4. β -phellandrene
5. cineole
6. octanal
7. 2-nonanone
8. benzaldehyde
9. linalool
10. octanol
11. 2-undecanone
12. 4-terpineol
13. α-terpineol
14. geraniol
15. nerol
16. benzyl alcohol
17. elemol
18. γ -eudesmol
19. α -eudesmol
20. α -cadinol
21. β -eudesmol
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3. ᡂ㛗㔞ㄪᰝ

SKHOODQGUHQHと2�XQGHFDQRQHは、芳㤶⵨␃水に

おいてもᏑᅾが確ㄆされた。 

その他の⢭Ἔ中の㤶Ẽ成分はȘ�pinene や

OLPRQHQH、ș�RFLPHQe および p�F\PHQe などがᏑ

ᅾしており、特に OLPRQHne は᪤報の果実⢭Ἔとඹ

㏻してᏑᅾしていた。 

芳㤶⵨␃水で特ᚩ的な成分として、OLQDORRl 

や Ș�WHUSLnHRl、2�QRQDQRQe がᏑᅾしており、

OLQDORRl が᭱も㧗い๭ྜでᏑᅾしていた（6 ᭶～

8 ᭶）。それぞれシࣙ࢞࢘科の植物でᏑᅾすること

が確ㄆされており（6DNKDQRNKR HW al. 2�1�）、2�

QRQDQRQe は植物だけでなくᚤ生物も஧次௦ㅰ産

物として生成する⮬↛⏺で広くᏑᅾするケトン類

である（2NXPXUD HW DO� 1�8�）。 

上ᾛἼの成㛗㔞調査の結果は表�� の㏻りとな

った。6 ᭶と 7 ᭶の᥇ྲྀ木では、᥇ྲྀ部఩┤ୗの

シュートがఙ㛗しており（ᅗ�2）、8 ᭶、1� ᭶の᥇

ྲྀ木では、ษりṧしたᙜ年シュートのఙ㛗が確ㄆ

された。᥇ྲྀ᫬ᮇが᪩いとᙜ年シュート᥇ྲྀ部఩

┤ୗのఇ╀ⱆがఙ㛗することがわかった。そのシ

ュートのఙ㛗㔞は、6 ᭶から⣙ � カ᭶で ��FP、7

᭶から⣙ 4 カ᭶で 22Fm であり、1 カ᭶で平ᆒ ���

～�Fm ఙ㛗した。 

1. ᥇ྲྀ᪉ἲㄪᰝ

 すಛの成㛗㔞調査の結果は表�4 の㏻りとなっ

た。平ᆒษ᩿㠃┤ᚄは、2�21 年 11�� mm と 2�22

年 1��� mm で࡯ぼᕪはなく、᥇ྲྀ㛗は、ಶ体ᕪが

ㄆめられるものの、平ᆒすると大きなᕪ�2�21 年

2� FP、2�22 年 2� FP)はぢられなかった。2�22 年

に成㛗したᙜ年シュート本数は、๓年の᥇ྲྀ数と

大きくኚわりなかった。᥇ྲྀ木 D はᯞがᢡれてい

たため、2�22 年のィ はできなかった。なお、す

ಛの᥇ྲྀ木の平ᆒᶞ㧗は 6�8Fm であった。 

ϫ．⪃ᐹ 

平均
切断面直径

平均
採取長

採取数
平均

切断面直径
平均
採取長

採取数

(mm) (cm) (本)
1 11.1 347 12.5

(mm) (cm) (本)
331

2 11.6 243 8.3 41 2
3 12.2 36 2 8.7 14 3
1 9.8 138 8.4 6 1
2 14.2 41 2 14.6 143
3 13.1 28 2 12.3 22 2
1 10.2 17 2

原ᮦᩱとなるカࣛスࢨンシࣙ࢘のᙜ年シュート

は、ಶ体ᕪはあるものの、᥇ྲྀ木 1 本ᙜたり平ᆒ

して � 本᥇ྲྀすることができ、その 1 本ᙜたりの

重さは成㛗にకいቑ加することが確ㄆできた。ᙜ

年シュートの成㛗がṆまるまで 1 本ᙜたりの᥇ྲྀ

㔞はቑ加する一方、⢭Ἔ成分については、ᢳฟで

きる᫬ᮇとできない᫬ᮇがあり、7 ᭶から⢭Ἔᢳ

ฟ㔞がቑ加し、� ᭶以㝆ῶᑡしたと⪃࠼られるこ

とから、㐺ษな᥇ྲྀ᫬ᮇは 7 ᭶から 8 ᭶にかけて

であると⪃࠼られる。向㔝ら（2�22）は、ᙜ年シ

ュートの㐺ษな᥇ྲྀ᫬ᮇを 6 ᭶ୗ᪪㡭から 8 ᭶上

᪪㡭と᥎定しており、࡯ぼᮇ㛫が一⮴している。

芳㤶⵨␃水においても、2�成分分ᯒの結果より、

6 ᭶～8 ᭶にかけて OLQDORRl が㧗い๭ྜでᏑᅾし

ているため、同ࡌ᫬ᮇに᥇ྲྀしたᙜ年シュートを

利用すると効⋡がよいと⪃࠼ら࠼る（利用౯್に

ついてはᚋ記の 2.成分分ᯒの⪃ᐹをཧ↷）。一方、

9.5 15 2
2 12.1 24 2 11.6 28 3
1 11.1 114 ー ー ー
2 7 19.9 ー ー ー

11.5 29 10.7

D

25平均

C

A

B

2022年秋2021年秋
前年

No
シュート

採取木

⤖ᯝ 

⾲-3. ୖᾛἼࡿࡅ࠾࡟ᡂ㛗㔞㸦᥇ྲྀ㹼11 ᭶ᮎ㸧ㄪᰝの 

⾲-4. すಛࡿࡅ࠾࡟ᡂ㛗㔞㸦1 ᖺ㸧ㄪᰝの⤖ᯝ 

採取木 本数
伸長量
平均値

(本) (本) (cm)

図-2. 6 ᭶ 27 ᪥᥇ྲྀᮌ㸦᧜ᙳ 11 ᭶ᮎ㸧 

86月27日 22 11.1 35 約5カ月
87月21日 14 9.0
4

22 約4カ月
8月30日 5 12.6 ※ 47 約3カ月
10月5日 4 8 8.9 ※

採取日
基部直径

45 約2カ月

平均値

(mm)

伸長期間

※切り残した当年シュート
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2. ᡂศศᯒ

のᙜ年シュートの芳㤶⵨␃水も、同⛬ᗘの౯࢘ࣙ

᱁（1����� ෇と௬定）で㈍኎できたとすると、1

日 7.5L で 1�2���� ෇となる。そこからඛ࡯ど⟬

ฟした人௳㈝とᢳฟにかかる㈝用（36L ᐜ器で

1����� ෇/回）をᕪしᘬき、8����5 ෇と⟬ฟされ

る。この他ᐜ器の௦㔠➼ㅖ⤒㈝を⪃៖しても、༑

分に᥇⟬がᚓられることがᮇᚅできる。今回、⵨

␃からᚓられる芳㤶⵨␃水を成分分ᯒのࢧンࣉル

としてྛ 1L ᥇ྲྀしたが、⵨␃のつᶍやⅆ力᮲௳な

どによりᚓられる芳㤶⵨␃水㔞がቑῶすると⪃࠼

られることから、実用化にあたってはそれらを⪃

៖する必要がある。また、芳㤶⵨␃水を㈍኎する

ことで、༢体では᥇⟬が難しい⢭Ἔについても、

〇ရ化の可能性があるものと⪃࠼られる。 

3. ᡂ㛗㔞ㄪᰝ

上ᾛἼにおいて、ᙜ年シュートを᥇ྲྀしたᚋも

年内に᥇ྲྀ部఩┤ୗのシュートが成㛗する➼᪲┒

な成㛗が確ㄆできた。また、すಛにおいて、ᙜ年

シュートを᥇ྲྀして 1 年⤒㐣ᚋも๓年と࡯ぼኚわ

らࡎのᮦᩱを᥇ྲྀできることが確ㄆできた。今回

の結果より、カࣛスࢨンシࣙ࢘のⱝ㱋木やᗂ㱋木

᪤報の果実⢭Ἔの成分分ᯒの結果と⥲ྜして、

カࣛスࢨンシࣙ࢘の㤶りを特ᚩ࡙ける㤶Ẽ成分は

㧗いẚ⋡を༨める phellandrene と 2-undecanone

および limonene や linalool などの成分であるこ

とがุ明した。これらの成分は同ᒓのࢧンシࣙ࢘

とඹ㏻する成分であることから、ࢧンシࣙ࢘の௦

᭰としての利用の可能性が⪃࠼られる。また、そ

れぞれの成分のᏑᅾẚ⋡が␗なることから、᪂つ

和⢭Ἔとしての利用の可能性が示၀される。

phellandrene はᢠ⳦活性を有することが▱られ

ており（Zhang et al. 2�1�）、⢭Ἔとして利用す

るにあたっては㤶りに加࠼てᢠ⳦స用があること

がᮇᚅできることから、௜加౯್が㧗いものであ

ると⪃࠼られる。⢭Ἔと同様に芳㤶⵨␃水からも

同一の成分が᳨ฟされたこと、また、㤶りのⰋさ

から化⢝水や㤶水などの㤶ᩱとして౑用されてい

る linalool（✄本 2�1�）が᳨ฟされたことから、

芳㤶⵨␃水としての利用がᮇᚅできる。特に芳㤶

⵨␃水は機能性化⢝ရとしての需要がぢ㎸まれて

いることから、⢭Ἔと␗なる用㏵がᮇᚅできる（ᑠ

木᭮ 2���）。 

ྲྀのタイミンࢢが⢭Ἔと␗なる場ྜがあることを

⪃៖する必要がある。᥇ྲྀの㐺ᮇ（7 ᭶～8 ᭶）は、

㐀林஦業においてはୗ刈りస業を実᪋するኟᏘと

同᫬ᮇであることから、ୗ刈りస業の๪次的な産

物としての᥇ྲྀがᮇᚅできる。 

次に、カࣛスࢨンシࣙ࢘のᙜ年シュートを原ᮦ

ᩱとした場ྜの㤶Ẽ成分の生産コストについて、

᳨ウする。まࡎ、⢭Ἔについて、表-1 よりᙜ年シ

ュートのᢳฟ⋡は �����と௬定する。ẚ重をィ 

した結果、⣙ ��8�P/�g であった。また、⵨␃のᮦ

ᩱ᥇ྲྀస業をస業員 2 人で⾜った場ྜ、⣙ 32 分

で 2���Ng ᥇ྲྀできること（表�1）から、స業員 1

人の場ྜ、⣙ 64 分で同➼㔞が᥇ྲྀできると⪃࠼ら

れる。Web 果）࢘ンシࣙࢧイトで㈍኎されているࢧ

実）のᶆ‽的な౯᱁は、5mL で ����� ෇～����� ෇

であった（㛗ஂ๰⸆ 2�18、正ࣛࣉスᰴᘧ会♫ 

2�18）。1 日のປാ᫬㛫を 8 ᫬㛫とし、⛣動᫬㛫 2

᫬㛫をᕪしᘬき、᥇ྲྀ᫬㛫 6 ᫬㛫とすると、1 日

の᥇ྲྀ㔞は、2���Ng の⣙ 6.5 ಸで、⣙ 1��18Ng と

なる。ここにᢳฟ⋡の ���3㸣を஌ࡌ、ここからᢳ

ฟできる⢭Ἔ㔞は、⣙ ��58g となり、これをẚ重

の ��87 で๭り、mL にኚ᥮すると、⣙ ����PL とな

った。成分分ᯒの結果より、カࣛスࢨンシࣙ࢘の

ᙜ年シュート⢭Ἔの୺要な㤶Ẽ成分がࢧンシࣙ࢘

（果実）⢭Ἔと同ࡌことから、ࢧンシࣙ࢘と同⛬

ᗘの౯᱁（6���� ෇と௬定）で㈍኎できたとする

と、�PL で 6���� ෇のため、����PL では 871 ෇と

なる。そこから人௳㈝やᢳฟにかかる㈝用➼をᕪ

しᘬく必要があるため、ᙜ年シュートの⢭Ἔで᥇

⟬をᚓることは難しい。一方、芳㤶⵨␃水につい

て、36L の⵨␃ᐜ器では、1 回の⵨␃あたりᮦᩱ

2Ng で 1��L の芳㤶⵨␃水がᢳฟできる。1 日᭱大

5 回ᢳฟ可能（2 ᫬㛫/回）であるため、必要ᮦᩱ

は 1�Ng で、���L の芳㤶⵨␃水をᚓることができ

る。また、⵨␃のᮦᩱ᥇ྲྀస業をస業員 1 人で⾜

った場ྜ、上記⪃ᐹのとおり、⣙ 64 分で 2���Ng

が᥇ྲྀできると⪃࠼られる。つまり、ᮦᩱ 1�Ng を

1人で᥇ྲྀする場ྜ、⣙ 4᫬㛫要することになる。

1 日のປാ᫬㛫を 8 ᫬㛫とした場ྜ、ᮦᩱ᥇ྲྀに

要する人௳㈝（1����� ෇/日とする）は、⛣動᫬㛫

2 ᫬㛫と᥇ྲྀ᫬㛫 4 ᫬㛫から、11��25 ෇となる。

Web イトで㈍኎されている、㔪葉ᶞや広葉ᶞのࢧ

芳㤶⵨␃水のᶆ‽的な౯᱁は、1L で 1����� ෇～

�2���� ෇であった（ᰴᘧ会♫エ࣒アフࣈ࢓リー 

2�2�、フࣟリࣁナᰴᘧ会♫ 2�21）。カࣛスࢨンシ

芳㤶⵨␃水は⢭Ἔと違ってどの᫬ᮇでもᢳฟでき

ることから、目的にᛂࡌた㤶Ẽ成分によっては᥇
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フࣟリࣁナᰴᘧ会♫（2021）フࣟーࣛル࢛࢘ーター

た、๪཰ධ※としての可能性が示၀された。 

本研究結果から、カࣛスࢨンシࣙ࢘のᙜ年シュ

ートの㤶Ẽ成分としての利用の可能性が㧗いこと

がุ明した。㏆年、෌㐀林地に発生し、ୗ刈りで

刈られている➇ྜ植生の中からタࣛノキに注目し、

㐀林木とඹᏑさࡏながら཰┈を上げる᳨ウ（大▮

ら 2�2�）や、アカマࢶがᯤᦆして広葉ᶞ林化した

林内において、これまでᮍ利用㈨※であったࢿズ

ミࢧシの⌫果に௜加౯್の㧗い用㏵を᥈⣴すると

いったྲྀり⤌みがされている（山場 2�19、2020）。

カࣛスࢨンシࣙ࢘のよ࠺な㐀林ᶞ種以外のᶞ木は

㞧木としてఆ᥇されᨺ置されているのが⌧≧であ

るが、それらをᮍ利用㈨※とᤊ࠼て利用する可能

性を᳨ウしていくことが、今ᚋ林業における᪂た

な཰ධ※となる可能性を発᥀することになると⪃

。られる࠼
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